三重大学（日本国津市，以下「MU」という）
と
ABC大学（国・地域，以下「ABC」という）
との学生交流に関する覚書
三重大学（MU）とABC大学（ABC）は、以下に定める原則及び指針に基づき、学生交流に関する覚書（MOU）を実施する。
両大学は、以下のとおり同意する。

1. 覚書の適用範囲 – この覚書は，MUおよびABC間のすべての学生交流に適用される。
2. 定義 – この覚書において，別途明示されない限り，用語の意味は以下の通りとする。

「受入大学」とは，交流学生を受け入れる大学を意味する。

「派遣元大学」とは，交流学生を派遣する大学を意味する。

「大学」とは，文脈によってMUまたはABCを意味する。
「不可抗力」とは，自然の要因，人為，その他，両大学が適切に制御できない事由によるあらゆる出来事を意味し，この条文の普遍性を損なうことなく，ストライキ，ロックアウト，またはその他の労働争議，戦闘，動乱，テロ行為，火事，洪水，干ばつ，遺失，航空，海上，内陸輸送の遅れ，悪意による損害，戦争，及び，政府またはその他の公の，あるいは法的な保証の制限を含む。
3. 交流の同意 – 各大学は，この覚書の条件に従って，交流学生を派遣し，相手大学の交流学生を受け入れる。
4. 覚書期間 -この協定は，両大学による署名の日付より5年間有効とし，どちらか一方の大学から見直しや締結終了について文書で通知されない限り自動更新される。

見直し又は締結終了の通知は，有効期限の少なくとも6か月前にされなければならない。
5. 学年暦 – MUの学年暦は，4月に始まり翌年3月に終わる日本の学年暦を意味し，ABCの学年暦は，○月に始まり翌年○月に終わる学年暦を意味する。MUは2つの学期があり，4月から8月初旬までのものと10月から翌2月初旬までのものがある。ABCは2つの学期があり，○月から翌○月が第1学期で○月から○月までが第2学期である。
6. 学生の選考 – 交流学生は派遣元大学が推薦し，両大学が合理的に満足するように以下を満たすものとする。 

(a) 学業成績が優れている

(b) 少なくとも1年以上，派遣元大学に正規学生として在学している

(c) 受入大学での通常の正規科目数を登録する資格がある

(d) 受入大学での勉学に支障のない程度の十分な語学力がある
7.
在学期間 – この覚書に基づく在学期間は，最短で1学期，最長で連続する2学期，またはそれに相当する期間とする。
8.
交流の回数および頻度 – 交流プログラムは，5年間で同数の交流が行われることを意図して，相互性に基づいて実施する。
(a) 交流回数は，交流学生数ではなく学期数に基づいて計算する。
(b) 別途合意がなければ，1学年につき最大10学期の交流を実施する。
9.  派遣元大学
9.1
派遣元大学は，留学期間中も交流学生の派遣元大学の在籍を維持する。
9.2

派遣元大学は，交流学生を募集および選考し，受入大学出発前にオリエンテーションを行わなければならない。派遣元大学は，学生に受入大学での修学上および文化的に期待されていること（履修規則および規律を含む）について助言しなければならない。
9.3

交流学生の氏名および事前文書を，前年の10月25日（MUの第一学期）および当年の3月25日（MUの第二学期），○月○日（ABCの第一学期），および○月○日（ABCの第二学期）までに最終承認のために送付する。本条項において，「事前文書」は交流学生申請書，成績証明書，および派遣元大学が決定したその他の書類を含む。
9.4

派遣元大学は，交流学生の留学生活に影響を与える可能性のあるいかなる事情（健康問題等）も受入大学に通知する。
9.5

派遣元大学は，受入大学で習得した成績について，10.8条に基づいて受入大学が提出する最終成績証明書を考慮して，交流学生の単位認定を行う。交流学生は，受入大学では単位は与えられない。
10.  受入大学

10.1  受入大学は派遣元大学が推薦する学生を受け入れるよう務めるが，特定の学生を受け入れない権利を留保する。

10.2  受入大学は，派遣元大学が受入大学での修学上および文化的期待について学生に助言できるように，履修規則および規律を含む情報を派遣元大学に提供する。

10.3  受入大学は，到着する交流学生にオリエンテーションを行う。

10.4  受入大学は，交流学生が受入大学での勉学に必要だと見なされる科目を確実に受講できるように出来る限りの努力を払う。

10.5  受入大学は，到着する交流学生に修学上およびその他の助言を行う。

10.6  受入大学は，交流学生が宿舎に入居できるように最善の努力をするが，住居や財政援助を提供する義務は一切負わない。

10.7  受入大学は，到着する交流学生に医療保険の申請要件および申請資格について情報提供する。

10.8  受入大学は，受入大学での交流学生の学業成績を記載した最終成績証明書を派遣元大学に提供する。
11.  経済的およびその他の取り決め

11.1 交流学生は，留学期間中の授業料，諸費用を，交流プログラムに参加する前に派遣元大学に納付する。交流学生は，留学期間中も派遣元大学に在籍する。

11.2 受入大学は，交流学生に授業料，入学料，検定料を課さない。

11.3 宿泊施設（学生寮または共同住宅）に関するすべての費用は，交流学生が負担する。

11.4 交流学生は，必要な旅行健康保険，医療費，ビザおよび入国手続費用を負担する。

11.5 書籍，生活費，および受入大学で規定する学生サービス，学生生活協同組合および学生会などの費用は，交流学生が負担する。

11.6 交流学生は，受入大学への往復旅費を負担する。

11.7 交流学生は，受入大学の履修規則および規律に従う。

11.8 交流学生が，留学期間終了前に受入大学での留学を自発的に取り消す場合，終了している期間は完全な交流と見なし，両大学で合意がない限り，新たに交流学生を派遣しない。留学期間が2学期である学生が第一学期の途中または終了時に留学を取り消す場合，第二学期は，実施した交流の回数を見直す目的では数に含めない。
12.
事務局の指名 – MUおよびABCはそれぞれ，この覚書締結後60日以内に，この覚書に基づいて交流を承認する権限を持つ役職者を他方大学に対して通知する。
13. 保険 - 受入大学は，この覚書に基づいて交流プログラムに参加する受入学生が，プログラムに参加する目的で適切な損害賠償保険に加入していることを確認しなければならない。各大学は，相手大学から書面で要請があれば，その保険の証明書を提出しなければならない。
14. 不可抗力 – いずれかの大学が不可抗力によって義務のすべてまたは一部を遂行できない場合，相手大学に直ちに通知しなければならない。不可抗力の発生期間中，その影響を受けた大学は，当該不可抗力を速やかに除去するためにあらゆる努力を払うという条件で，この覚書に基づく義務を中断するものとする。
15. 保証 – 各大学は，この覚書を締結し，拘束される法的能力を持つことを保証する。
16.
差別の否定 - MUおよびABCは，誰も，人種，皮膚の色，国籍，性別，宗教を理由に，この覚書の条項に基づいて交流プログラムに参加することを拒否されることはないことに同意する。ただし，原則として両大学は，受入大学所在国の国籍を持つ派遣元大学の学生が交流プログラムに参加することは，交流プログラムの本来の目的を果たさないため，参加する資格はないことに同意する。
17.
修正- この覚書の条件は，両大学が署名した書面によってのみ修正することができる。
署名
三重大学
（日本国）
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学長　○　○　○　○
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